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大学院講義を一新するデジタルアーカイブの挑戦
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新領域では、e-ラーニングに元々強い関心

があり、遠隔講義システムもよく整備されてい

ます。柏キャンパスの地理的特殊性を反映し

ているのでしょう。先端生命科学専攻は、文

部科学省の「魅力ある大学院教育」イニシアテ

ィブで、「超横断的バイオ人材育成プログラム」

を推進しており、大学院教育でのe-ラーニン

グ機能の強化をめざしています。平成18年

度冬学期には、『東京大学全学開放科目』を開

講し、「生命科学大学院共通セミナーⅠ」と

「生命科学共通講義Ⅰ」で、履修登録をした大

学院生に講義アーカイブをネット配信していま

す。東京大学に限らず、複数のキャンパスを

もつ大学は多く、生命科学やバイオ関連教員

の数も多いので、通常講義や遠隔講義に加え

て、今回のようなアーカイブ講義は第三の講

義形態として注目されています。アーカイブ講

義は今風です。通常講義や遠隔講義のように

時間や場所の制約がありません。学生は研究

室や自宅で、好きな講義を、好きな時間に、

何回でも繰り返し視聴することができます。ま

さにオンデマンドです。実験がある理系の学

生にとって、自分のペースで受講できるこの

方式は大変魅力的です。インキュベーション

に3時間待ちとか、夜を徹しての計測実験と

か、まとまった時間がポッカリ空いてしまうこ

とがよくあります。その時間にも勉強して欲し

いと思っています。

履修届の最終締め切りが10月20日で、開

講して間がないのですが、サーバーへのアク

セス記録から視聴時間を分析しました（図１）。

夕方18時ごろから視聴が増え始め、ピークは

21時から24時で、深夜を回って朝の6時ま

で視聴者がいることがわかりました。この中

には徹夜実験の合間に視聴していた大学院生

もいるのではと思っています。講義アーカイブ

をご覧になって、みなさんが異口同音に驚く

のは、高画質で音声もクリアなことです。パ

ワーポイントの文字もシッカリ読めるので、長

時間視聴してもストレスがありません。

コンテンツには、①アニメのイントロダクシ

ョンがついたシリーズ版、②多機能インタラ

クティブ版、③パワーポイントの映像に講師の

映像と音声をリアルタイムで結合した速報版

の3種類があります。検索（文字だけでなく音

声検索も）やメモの書き込み、続き再生など

も自由に使えるインタラクティブな多機能が

付いています。また、③は速報性だけでなく、

ムービーに威力を発揮します。スクリーンに映

される全ての映像を取り込むことができる優

れものです。この取り込み装置をコンパクトに

まとめたのが『自動収録装置』です。11月25

日に本郷キャンパス（安田講堂）で開催された

東京大学生命科学研究ネットワークシンポジ

ウムの収録でも威力を発揮しました（写真1）。

『東京大学全学開放科目』は、全学的な支

援は勿論、講演者の個人的な協力で成り立っ

ています。「生命科学共通講義Ⅰ」では、薬学

系研究科の「免疫学特論」「生理化学特論」、

新領域の通称「COE特別講義」に、試験的に

学部の講義なども加えてあります。「生命科学

大学院共通セミナーⅠ」では、本郷・弥生キャ

ンパスで開催されたセミナーやシンポジウム

を主に提供しています。魅力的なコンテンツ

が満載ですが、「最終講義シリーズ」は是非視

聴していただきたいものの一つです。研究者

の人生と哲学が凝縮した最終講義は東京大学

の財産としても受け継がれるべきものでしょ

う。

講義アーカイブの収録と配信に活躍したの

が「知的統合マネージャー（小浪、細川、桑原、

佐藤、五十嵐、朽名）」です（写真2）。収録計

画を練り、現場でアーカイブを収録し、イン

タラクティブなコンテンツに編集し、履修登

録した学生のIDとパスワードを発行し、サー

バーを管理しながら講義アーカイブを配信し

ています。知的統合マネージャーの貢献があ

って実現できた『東京大学全学開放科目』だと

言っても過言ではありません。知的統合マネ

ージャーの活躍は、これだけではなく、大学

院生向けに履修ガイダンスを準備し、一般公

開を利用してデモを開催し、ホームページ

（http://www.ib.k.u-tokyo.ac.jp）に最新

情報を掲載し、問い合わせにも現場で迅速に

応じられる体制を整えています。この原稿が

読まれる頃には、冬学期の単位認定が終わっ

ているかもしれません。単位認定には先端生

命の全教員がかかわります。その頃には視聴

状況の分析や履修した学生の意見や感想が

集まっていることでしょう。ゼロからスタート

したアーカイブ講義『東京大学全学開放科目』

は多くの方々のご理解とご協力で、最初の実

をようやく結ぼうとしています。先端生命科学

専攻ではこのような取り組みを通じて、新時

代の生命科学を担う人材の養成をめざしてい

ます。今後もご支援のほどよろしくお願いい

たします。
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写真1：アーカイブ収録現場のひとコマ（安田講堂）図1：視聴時間のグラフ（2006年11月分のデータ）

検証 東大遠隔講義システム

河野 重行 教授
先端生命科学専攻長

写真2：知的統合マネージャー（安田講堂での収録後）
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極 超 音 速 高 エ ン タ ル ピ ー 風 洞
柏 に お 目 見 え
極 超 音 速 高 エ ン タ ル ピ ー 風 洞
柏 に お 目 見 え

極超音速高エンタルピー風洞は、超高速や超高温の空気の流れを研究する設備です。この度、駒場から柏実験棟1階に移設されリニューアルオープン致しました。中央に
ある円筒状の釜の中で、空気は石焼方式により最高1500℃まで加熱されます。釜の左側からは高温ジェットが出て、エンジン内部や高温材料等の研究ができます。右側で
はノズルを通してマッハ数7～8（秒速1キロ以上）の気流を作り、超高速飛行状態を模擬できます。
鈴木宏二郎助教授　先端エネルギー工学専攻　風洞ホームページ：http://daedalus.k.u-tokyo.ac.jp/wt/wt_index.htm
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自動収録装置

収録のご挨拶
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フォマティクスの研究者、技術者が必要です。

むしろこうした人材育成こそが本プログラム

の主目的であると言った方が正確かもしれま

せん。このような人材育成を推進するにはそ

れぞれの専攻の教育だけでは不十分です。そ

こで、まず我々は、人材育成のための基礎教

育として研究科全体での専攻横断的な新たな

教育プログラムを設けました。また、基礎教

育の充実と並行して、大学院生をRA（リサーチ

アシスタント）として選抜・雇用し、実践的な内

容も同時に学べるように工夫しました（図1）。

第二の問題は、様々な分野を融合して新分

野として結晶させる手法、その基礎となるコ

ンセプト作りでした。我々はそれを考えるに

あたり生物学と言語学の共通性に着目しまし

た。例えば、ゲノムの情報は言語と同じよう

に1次元の文字列で表現でき、さらに冗長性、

多義性、曖昧性など言語と似たような特徴も

持っています。さらに、ゲノム配列の意味付け

には英語などの自然言語で書かれた知識を論

文や教科書から抽出しデータベース化するこ

とが必要となり、ここでも言語がかかわってき

ます（図2）。もちろん、これらのゲノム言語や

自然言語をコンピュータを使って解析するわ

けですから、計算機の言語も重要です。我々

は「言語」という概念を実験系、情報系それぞ

れの多様な研究の共通のコンセプトに据える

ことで、様々な分野の融合が図れるのではな

いかと期待しています。これらの研究につい

て詳しくお知りになりたい方は、COEのホー

ムページ（http://www.cb.k.u-tokyo.ac.

jp/coe/）をご覧ください。

4年目を迎える今年は、人材育成の面でも

融合研究の面でもプログラムのさらなる充実

を図る予定です。今年の4月には理学部にバ

イオインフォマティクスの学部教育を目的とし

た新学科ができる予定ですので、この学科と

本COEプログラムを連動させることにより、

学部から博士課程までの一貫した教育体制を

構築できると考えています。

さきに述べましたように、学融合やそれに

基づく人材育成は困難なことが多く、それを

真に稔りあるものにするには更なる覚悟と努

力が必要です。実際、中間評価においてこれ

までの取り組みと実績が大きく評価されたも

のの、今後は目標と特徴をより明確にし、更

なる融合研究と教育環境の向上を図るように

とのコメントをいただきました。

このコメントを踏まえ、残りの2年間で目標

を達成するには、さらに、グローバルCOEと

呼ばれる来年度発足の新プログラムにつなげ

ていくには、現在の分担者12名の力だけで

は到底足りません。

本プログラムに対する皆様のご理解と研究

科をあげた支援を切にお願いする次第です。

どうぞよろしくお願いいたします。

高木 利久 教授
ＣＯＥ拠点リーダー

S  H  A  P  E   O  F   T  H  E   F  U  T  U  R  E

柏MM Project
Field

of
dreams

柏地区キャンパスでは、キャンパス外の交通アクセスの改善とキャンパ

ス内の安全で快適な移動環境の整備を進めています。平成18年春には当

初計画に掲げられていた新領域創成科学研究科の移転がほぼ完了し、キ

ャンパス構成員の数も約2,500名に達しました。柏地区キャンパス構内

交通基本方針が策定され、キャンパス外では、柏の葉キャンパス駅周辺地

区の開発が進展し、国際学術健康都市の実現に向けて、地域連携型のま

ちづくりの一つとして、地域交通サービスの改善が検討されています。

ここに紹介する「柏MMプロジェクト」※は、キャンパス内外の交通整備

の必要性を背景に、NEDOの補助事業に東京大学、柏市、柏の葉キャン

パスシティ IT コンソーシアム（略称KACITEC）が共同で申請し、採択さ

れたものです。キャンパス内外の移動に使える便利な交通サービスの開

発と実験的運用、ならびに行動変容を促すモビリティマネジメントの効果

検証を実施しています。

鉄道駅からの足の確保と共に、地域交通サービス整備への発展も視野

に入れ、東武バス、開発業者等とも連携し、駅前駐輪場やバスサービスの

改善と歩調を合わせた実験としています。

オンデマンドバスは、人間環境学専攻の大和研究室が中心となって開発

を進めています。柏市北部では第五回目の実験運行です。これまでの実

験との大きな違いは、時間帯を7：30-9：30と16：30-22：00に広げて、

16：30-18：00はキャンパス駅行きのシャトル運行としたことです。柏市

北部の路線バスは、従来の需要ベースの運行となっているため、帰宅時

間帯に本数が少ない、昼間時に鉄道との接続が少ないなど、柏キャンパス

利用には不便な点があります。柏キャンパス利用のバス需要は、専用バス

を借り上げるには小さく、将来的には、柏市北部地区のバスサービスをオ

ンデマンドバスに置き換えることで、地域全体の利便性を総合的に向上し

ていく方策として検討されています。

自転車共同利用システムは、都市工学専攻の羽藤研究室が開発を進め

ているもので、無線タグを用いた自転車の認証により、貸出し・返却ポート

設置のコストを削減し、事前予約方式とポイントシステムの導入により、自

転車の偏在を最小化する仕組みを取り入れたものとなっています。多数ポ

ート設置により、従来方式のレンタサイクルに比べて、一箇所のポートに返

却しなくてはならないという制約が外れるため、利用者の利便性が向上し、

利用者の増加が期待されます。柏の葉キャンパス駅の自転車置き場は、

現時点でも不足しており、周辺開発に伴って増大する駐輪需要に対応する

ために必要な駐輪場面積を節約する効果も期待されています。今後は、

自転車専用道路の整備に合わせて、ポートを周辺地区に拡大し、地域内

移動には自転車を利用する、健康的なまちづくりに貢献することも検討さ

れています。

モビリティマネジメントは、都市工学専攻の都市交通研究室が中心に実

施しているものです。インターネットを利用できる大学の環境を活用し、

WEBを通して、鉄道とその端末のバス、自転車を利用した通勤通学方法

の情報提供を行うとともに、エネルギー消費量、環境負荷量、運動量(健

康情報)を提示するもの

で、省エネ型の移動へ

の転換が期待されます。

将来的には、柏市北部

地区利用者に適切な交

通情報を提供するサイト

を整備したいと考えてい

ます。

柏MMプロジェクトは

平成18年12月まで、

オンデマンドバスと自転

車共同利用の実験運用

を実施し、続いて、実験

の評価をまとめる予定

です。順次、結果を公開

し、皆様の議論を受け

て、本格実施に向けて

進みたいと考えていま

近山 隆 教授
基盤情報学専攻

それをいざ実践するとなると容易なことでは

ありません。我々のような学融合型のCOEプ

ログラムを企画し遂行するには、幾つかの問

題を解決しなくてはなりませんでした。 第一

の問題は人材の育成です。本プログラムを進

めるには、生命科学と情報科学の両方のセン

スをしっかり身に付けた、次世代型バイオイン

F S 2 1  P R O J E C T

ＣＯＥプログラムの
これまでとこれから

図2：COEプログラムの3つの言語解釈

21世紀COEプログラム「言語から読み解

くゲノムと生命システム―次世代バイオインフ

ォマティクス拠点の創成―」は、平成16年秋

にスタートし、今年で4年目を迎えます。21

世紀COEプログラムの目的は、皆様ご存知の

ように、世界最高水準の研究教育拠点を形成

し、研究水準の向上と世界をリードする創造

的な人材育成を図ることにあります。本COE

プログラムでは、生命科学、情報科学だけで

なく、計測科学、複雑科学などのより幅広い

分野を融合して、これからの生命科学を先導

するようなバイオインフォマティクスの拠点を

創成したいと考えています。学融合を大きな

旗印とする新領域創成科学研究科には、まさ

に相応しいプログラムといえるでしょう。実際、

本プログラムは多様な学問分野を包含する研

究科内の各専攻から選抜された12名のメン

バーが中核となって組織・運営されています。

さて、学融合と口で言うのは簡単ですが、

通勤通学MM事業 
省エネ情報提供MM 
環境負担・健康情報MM

東京大学柏キャンパス 
東武野田線 
江戸川台駅 
　 （この先） 

TX柏の葉 
キャンパス駅 

オ
ン
デマン

ド
バス

と
共
同
利
用
自
転
車
の
主
要
導
線 

す。実験は本格運用に向けての通過点です。今後ともよろしくお願い申し

上げます。

実験の詳細は、柏キャンパス交通実験ポータルサイト：http://ww

w.st-kashiwa.jp/ をご覧ください。原田 昇 教授
工学系研究科
都市工学専攻

図1：RA成果発表会のポスター発表にて討論するRAメンバー

共同利用自転車 マルチポート

オンデマンドバス柏市北部で運行

交通実験の全体像

※「柏MMプロジェクト」の正式名称は、「東京大学柏キャンパスにおける通勤・通学 マネジメント事業」です。
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DNA二重らせんに保存されているの生物の

遺伝情報は、一本鎖のmRNAに転写され、そ

こに書かれた遺伝暗号をもとにタンパク質が合

成されます。ヒトゲノム計画によって、人の遺伝

子配列の全貌が明らかになりましたが、タンパ

ク質をコードする遺伝子の数は、当初予想され

ていたよりも驚くほど少ないことがわかりまし

た。それでは、DNAの大部分がタンパク質に

翻訳されない、意味のない（ジャンク）DNAな

のでしょうか？最近の研究から、タンパク質を

コードしない多くのDNAの領域がRNAに転写

され、それらのRNA分子が生体内で重要な働

きをしていることが明らかになりつつあります

（RNA新大陸の発見）。このようなRNAを総称

して非コードRNA（ncRNA、ノンコーディング

RNA）とよびます。これらのなかで、siRNAや

microRNAといった比較的短鎖のRNA分子が

タンパク質の合成を効率的に阻害することがわ

かり、2006年のノーベル医学生理学賞はこれ

らの現象を発見した功績に対して与えられまし

た。siRNAやmicroRNAは体のなかでタンパ

ク質と複合体を形成し、相補的な塩基配列を

もつmRNAに作用してタンパク質の合成を阻

害します。したがって、塩基配列特異的に遺伝

子の発現をコントロールできることから、それ

らの医薬への応用が大いに期待されています。

一方、mRNAに相補的な核酸誘導体（アン

チセンス核酸）を用いて標的タンパク質の発現

を制御する手法はアンチセンス法とよばれ、古

くから研究されており、医薬として実用化され

ているものもあります。しかし、天然型のアン

チセンス核酸やsiRNAを生体に投与すると、

細胞内にある核酸分解酵素（ヌクレアーゼ）がそ

れらのリン酸ジエステル結合を加水分解してし

まうため、薬として有効に働きません。そこで

私たちは、DNAやRNAのリン酸ジエステル部

位を修飾し、酵素に分解されずに薬として有効

に働く人工核酸を化学的に合成する研究を行

っています（図）。ここで問題になるのは、核酸

のリン原子に結合する酸素原子の一つを他の

元素や置換基に変換すると、リン原子が不斉と

なり、“右手”と“左手”の立体異性体が生成して

しまうことです。フラスコの中でリン原子修飾

核酸を化学的に合成すると、普通は“右手”と

“左手”の化合物がほぼ1:1の比で生成します。

一般に、生体は有機化合物の“右手”と“左手”

の立体を厳密に認識するため、その結果、そ

れぞれの立体異性体の生理活性は異なります。

一方の立体異性体の方が薬効が高かったり、

一方の立体異性体の副作用や毒性が大きい例

は数多く知られています。リン原子修飾核酸も

例外ではなく、リン原子の立体の違いによって

標的分子に対する結合能や生体内における安

定性が大きく異なることが知られています。さ

らに、核酸にはたくさんリン原子が含まれます

から、たとえば、化学合成したn量体のリン原

生命科学研究系
生命の構造と機能の両面を分子から個体に至る様々なレベルでとらえ、バイオサイエンス教育研究

施設と一体化し基礎から応用にわたる先端的教育研究を通して、次世代の人材を育成します。

薬として働く人工核酸
“右手”と“左手”を作り分ける

子修飾核酸分子はn-1個のリン原子をもつの

で、2n-1種類の立体異性体の混合物になり、リ

ン原子の立体と生理活性の関係を議論するこ

となど全く不可能です。現在用いられている核

酸医薬はこのような立体異性体の混合物なの

です。

最近、私たちの研究室では、DNAのリン原

子に硫黄原子が結合したホスホロチオエート

DNAの立体選択的な合成法を開発しました。

フラスコのなかでリン原子の“右手”と“左手”を

自由に、しかも99:1以上の選択性で作り分け

ることができるようになったのです。現在、ホ

スホロチオエート以外の立体が制御されたリン

原子修飾アンチセンス核酸やsiRNAの合成を

行っており、それらの医薬としての応用が期待

されています。

基盤科学研究系
物質系専攻、先端エネルギー工学専攻、基盤情報学専攻、複雑理工学専攻の

4つの専攻からなり、未来科学の基盤となる新分野をつくりだします。

繊維を変える新素材｢スライドリングマテリアル｣
１ナノメートルの分子の滑車が生み出す様々な機能

ひも状の巨大分子である高分子は、繊維や

衣料品、プラスチックやゴム、生活用品や食品

など我々の身の回りで頻繁に使われている材

料です。この高分子材料の特性を変える代表

的な方法として、ひも状の高分子を化学的に

結合（架橋）し、ネットワークを形成することが

よく行われています。高分子の架橋は、古くは

1839年のグッドイヤーによる架橋ゴム（タイヤ

へと発展）に端を発し、現在まで盛んに利用さ

れてきました。最近、わたしたちの研究室では、

高分子（ポリエチレングリコール）と環状分子

（シクロデキストリン）から構成されるスカスカ

のネックレス状分子をまず作成し、次に環状分

子どうしを架橋することによって、図1のように

架橋した部分が自由に動く高分子材料（スライ

ドリングマテリアルまたは環動高分子材料）を

世界で初めて合成することに成功しました。ち

なみに、このネックレス状の分子はポリロタキ

サンと呼ばれており、大阪大学の原田明教授

らによって15年ほど前に世界で初めて合成さ

的には、ソフトコンタクトレンズ、眼内レンズ、

人工血管、人工関節、化粧品などへの応用展

開が進められています。また、スライドリング

マテリアル特有の力学特性は、程度の差はあ

るものの、ゲルだけに限らず液体を含まない環

動高分子材料全般に及ぶことが明らかになり

つつあり、繊維、塗料、接着などへの応用も期

待されています。本技術については、物質に限

定されない基本特許が日米中で成立している

ことから、2005年3月に本技術の実用化を

促進するためのベンチャー「アドバンスト・ソフ

トマテリアルズ株式会社」を設立しました。

最近、東京大学、アドバンスト・ソフトマテリ

アルズ（株）および中伝毛織（株）の3者は共同

で、このネックレス状の分子を毛織物に組み込

んだところ、耐洗濯性、伸長性などについて著

しい効果が同時に現れることを発見しました

（図3）。通常、織物の耐洗濯性は、繊維同士

を化学的に架橋するなど、いわば繊維を「固定」

することによって実現しているのですが、それ

によって逆に伸長性やナチュラル感が失われる

という欠点がありました。これに対して今回は、

分子の滑車を導入することにより、繊維本来の

風合いを損なわず耐洗濯性と伸長性を両方同

時に実現できたというのが、これまでと大きく

異なる特徴になっているわけです。『スライドリ

ング マテリアル』で加工した毛織物については

まもなく量産体制に入り、2007年春からアパ

レル対応の製品として発売することが決定して

おります。

れたものです。

架橋点が自由に動けると、高分子材料の力

学特性は実に大きく変わります。図2に模式的

に示したように、従来の高分子材料では架橋

点が固定されているために、外部からの張力

が最も短い高分子に集中して順々に切断され、

容易に破断します（応力集中）。これに対して、

スライドリングマテリアルでは、高分子は架橋

点を自由に通り抜けることができるため、張力

を分散し均一に保つことができます（応力分

散）。架橋点の分子が滑車のように振舞うこと

から、この協調効果を滑車効果と名付けました。

スライドリングマテリアルは、滑車効果のた

めに、人工的な高分子材料よりむしろ哺乳類

の皮膚や筋肉、血管などの生体組織に近いJ

字型の応力－伸長特性を示します。すなわち

皮膚などの場合は、小さな力では柔らかくよく

伸びるのに対して、ある程度伸びたところでは

突然伸びなくなり大きな抵抗力が発生します。

このような力学特性は、皮膚などの場合には

亀裂を防いだり、血管の場合には動脈瘤を作

りにくくするなど、生体機能の上で重要な役割

を果たしています。スライドリングマテリアルは、

生体組織のような力学特性を滑車効果によっ

て実現しているため、理想的な生体組織の代

替材料と考えられており、生体適合材料・医療

材料分野への応用が期待されています。具体

図１：スライドリングマテリアルの模式図。
図2：（a）通常の架橋と（b）スライドリングマテリアルの
架橋の比較。

（a）通常の架橋

（b）スライドリングマテリアル

図3：未処理の毛織物とスライドリングマテリアルを用い
て加工した毛織物の対洗濯性の比較。

和田 猛 助教授
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物質系専攻

Frontier  Sc iences

SOUSEI   7

8の字架橋点



定性的な何らかの指標を示すことが必要です。

その評価軸の指標として、

（１）経済的側面（農業、漁業、林業などの第一

次産業から、観光業なども含めた生業や産

業の経済的側面）

（２）社会制度の側面（集落や組合組織の規則・

慣習法、遊び仕事における、採取や漁や猟

などのルール）

（３）精神的側面・社会的関係の側面（祭事、年

行事、遊び、遊び仕事）

の三つの要素が挙げられます。生業などの同

じ営みは、この三つの側面における価値や社

会的位置づけを持っており、その相互関係を

明らかにし、構造化することにより、そこから人

間と自然とのかかわりの構造を客観的な形で

示すことが可能です。さまざまな人間の営み

の多面性、多義性、経済的側面と社会制度の

側面と精神的側面・社会的関係との関係、その

空間的拡がり、配置、相互関連が明示的な形

で示すことができるのです。その相互関連は、

自然環境そのものと深い関係にあり、人間の

自然環境とのかかわりの歴史的変動は、自然

環境それ自体の望ましい環境や自然環境に対

する望ましい価値と、ダイナミックに変化しつつ

関係しています。この構造的把握による方法論

により、自然環境の保全や再生のあり方を示す

ことができ、一方で、自然環境そのもの人文社

会学的な観点から逆に評価する軸を提供する

ことになります。

リオ・ジャネイロの地球サミットで生物多様

性条約が締結されて以来、生物多様性の保全

は国際的にも重要な課題になってきました。日

本でも生物多様性国家戦略が策定され、さら

に2002年には改訂され、自然再生事業が本

格的に始まりました。しかし、そもそも、生物

多様性を保全し、自然再生をするとして、どの

ような自然が保全され、再生されるべきなの

でしょうか。

かつては、有機体論的な生態系モデルによ

り、人間の手つかずの自然が、生物多様性が

高く、価値があると考えられましたが、現在で

は攪乱と変動も含めた動態的生態系観の中で、

人間が深くかかわりあい、定期的な形で適切

な人為的な管理が行われていることにより豊か

な生物多様性が形成されている場合もあるこ

とが分かってきており、望ましい生態系も、人

為を排除して成立する生態系から、人間が、そ

こからさまざまな財やサービスを持続的に享

受できるような生態系というように変わってき

ています。

人間は、自然とさまざまな形でかかわりつつ

生きてきました。農業や林業、漁業といった第

一次産業の「生業」だけでなく、「マイナー・サブ

システンス（遊び仕事）」や子供たちの「遊び」と

いった多彩な人々の営みがありました。しかも、

その多様な営みには、それぞれ、そこにかか

わる人々の間で利用のルールがあることもし

ばしばで、それにかかわるさまざまな組織や制

度も作られていました。地域の自然はそれぞ

れの地域社会の生活と密接に結びついており、

自然とかかわる営みを通じてさまざまな形の

共同性や自然とふれあう文化が形成され、そ

れが自然の保全に何らかの形で寄与してきまし

た。そのため、生物多様性の保全や自然再生

ということを考えたとき、自然科学的な狭義の

生物多様性だけでなく、それと密接な形で連

携している社会的システムも含めた広義の生物

多様性全体の保全を考えていかなければなり

ません（図1）。

生物多様性の保全や自然再生において、

生態系管理の手法として、「順応的管理

adaptive management（図2）」の重要性が

指摘されています。少しずつ手を加えながら、

モニタリングを行い、その結果をフィードバッ

クして最初の計画を見直していくというやり方

で、計画の設計及びその評価の段階において、

多様な主体の参加、合意形成が求められてい

ることにも特徴があります。そこにおけるモニ

タリングは、現在は、自然科学的な手法で行

われています。しかし、広義の生物多様性の保

全の管理においては、自然科学の手法に加え

て、社会システムの視点からの評価が必要にな

ってきます。自然再生は地域再生にならないと

完結しないと言われることもそのことを示して

いるのです。つまり、生物多様性保全のモニタ

リングに関しても、自然科学的モニタリングに

留まらず、人文社会科学的なモニタリングが不

可欠になってくるわけですが、この手法はまだ

確立されていません。

生物多様性の人文社会科学的モニタリング

のあり方を考えたとき、生態系管理の手法とし

て使うためには、定量的とはいえないまでも、

鬼頭 秀一 教授
社会文化環境学専攻
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北太平洋亜熱帯循環系に属する北赤道海流

域や黒潮流域には、ニホンウナギやクロマグロ

といった数千キロを大規模に回遊する魚類の産

卵場があります。クロマグロの場合には、沖縄

から台湾にかけての海域が産卵場となっており、

ふ化後間もない仔魚は黒潮とその周辺の海流

によって、受動的に流されるだけの初期生活史

を過ごしています。その後、成魚となったクロマ

グロは、太平洋を横断できるまでに遊泳能力を

高めますが、太平洋のどこで回遊していたとして

も初夏にはこの海域にまで帰ってきて産卵を行

う習性があり、非常に限られた狭い海域に産卵

場を持つ代表的な魚種といえます。

そして、クロマグロ以上にピンポイント産卵生

態を持つ魚種として知られているのがニホンウ

ナギです。産卵場は、グアム島に近いマリアナ

諸島西方海域の北赤道海流中にあり、レプトセ

ファルス幼生と呼ばれる柳葉状のふ化仔魚は、

この海流に乗ってフィリピン東部を経由して黒潮

流域に輸送されます（図1）。間違って黒潮とは

逆のミンダナオ海流方面に流されてしまうと、

成育ができずに死滅回遊となってしまうので、

フィリピン東部での黒潮への乗り換え成功が資

源維持のための重要な要件なのです。黒潮に

乗っている間に、幼生（図2）は、親ウナギと同じ

形状のシラスウナギへと変態します。高い遊泳

能力を身に付けたシラスウナギは、沿岸に近づ

くと、黒潮という揺りかごを降りて河川や汽水域

での新たな生活に向けて再び旅立ちます。産卵

後日本沿岸に到着するまでの4～5ヵ月の間に

移動した距離は、三千海里（1海里(nautical

mile)=1.852km、緯度にして1分に相当し陸

上で使われるマイルとは異なります）にも達し、

正に「母を尋ねて三千海里」ということになるわ

けです。

ニホンウナギは、日本、中国、台湾、韓国、

そしてルソン島の北端にしか分布しておらず、そ

れらの個体間には遺伝的な違いが認められない

こと、また、ふ化後数週間しかたっていないレプ

トセファルス幼生がこの海域でしか採捕されな

いことから、この海域がニホンウナギの唯一の

産卵場とみて間違いありません。産卵場の発見

には、一昨年まで東京大学海洋研究所に所属し

ていた海洋研究船「白鳳丸」が多大な貢献をして

きており、世界のウナギ研究をリードしてきた東

京大学が誇るべき設備でありました。船籍が移

管された現在であっても白鳳丸はウナギ研究の

大きな柱であることに変わりはなく、来年、再

来年も北赤道海流域における長期航海がすで

に組まれています。最近の際立った研究成果と

しては、2005年の航海で得られたふ化後数日

しか経過していないプレ・レプトセファルス幼生

の採捕が上げられます。炭素窒素安定同位体比

による分析から、このプレ・レプトセファルス幼

生（図3）が摂餌開始前であり、ふ化したばかり

のものであることが分かりました。つまり、親ウ

ナギは正に観測をしている白鳳丸の周囲に生息

しているのであり、親ウナギの産卵行動を直接

目視できる日は極めて近いといえます。

しかし、親ウナギはどのようにして産卵場を見

つけるのでしょうか。親ウナギが産卵・索餌回遊

する空間的な規模を考えると、オスとメスが偶

然に遭遇する確率はほとんどゼロであり、そこ

には何か不思議なメカニズムがはたらいている

木村 伸吾 教授
自然環境学専攻

と考えられます。今までの白鳳丸を用いた研究

を通じて、そのためのランドマークとして北赤道

海流の表層水を南北に分断する塩分フロントに

注目が集まってきています。それはレプトセファ

ルス幼生が塩分フロントの南側で採補されるこ

とが多く、この周辺の海流構造が幼生の西方輸

送に適したものとなっているからです。この塩分

フロントはハワイ沖からの強い蒸散作用を受け

た高塩分水と熱帯特有の降雨がもたらす低塩分

水によって形成され、エルニーニョが発生すると

降雨の源となる積乱雲が東へと移動するために

塩分フロントは南側に移動します。もし塩分フ

ロントが産卵の目印となっているとすれば、エ

ルニーニョに対応した日本沿岸へのシラスウナ

ギ来遊量の変動が認められるはずであり、事実、

エルニーニョが発生するとシラスウナギの採捕

量が減少します。また、エルニーニョが発生した

ときに実施した白鳳丸の観測でも塩分フロント

の南下に伴ったレプトセファルス幼生の分布の

南下も認められ、その役割を強く裏付けていま

す。塩分フロントの南北では、幼生の餌となる

海水中の有機懸濁物質の炭素安定同位体比が

大きく異なっており、塩分というよりも水質の違

いがランドマークとなっているのかも知れませ

ん。日本から遠く離れた海域の環境変動が、日

本の夏の風物詩である蒲焼きの供給を支配して

いると考えると不思議であり、好奇心がそそら

れます。また、食糧資源の安定的な確保といっ

た観点からも、ウナギの生態を解明していく研

究は私にとって意義深いものとなっています。

環境学研究系
人類を取り巻く環境を自然・文化・社会の観点から解析して、将来の

人類のための政策立案、技術開発に必要な教育研究を行います。

環境学研究系
人類を取り巻く環境を自然・文化・社会の観点から解析して、将来の

人類のための政策立案、技術開発に必要な教育研究を行います。

ニホンウナギの回遊
母を尋ねて三千海里
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人文社会科学的生物多様性モニタリングの可能性
生物多様性保全の理念を探る

図1：人間の営みを含めた広義の生物多様性 図2：順応的管理の模式図。人文社会科学的モニタリング
も含まれる
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図1：ニホンウナギの産卵場と分布（沿岸域が赤くなっている水域）、
および西部亜熱帯循環系

図2：レプトセファルス幼生

図3：プレ・レプトセファルス幼生
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10月18日（水）に環境棟1階FSホールにて新領域創成フォーラム「本音で語るキャリアデザイ

ン2006～博士課程に行こう～」が開催されました。当日は修士・博士課程在学中の学生をはじ

め、教職員ら124名の参加者が来場しました。研究科長の挨拶、松橋先生による「新領域におけ

る進学就職状況」の説明に引き続き、研究科OB・OG6名の方々による修了生本音トークとその

内容をふまえたディスカッションが行われました。フォーラムに引き続きカフェテリアで懇親会が

開かれ、現役の学生と講師を務めたOB・OGの皆さんとの交流がはかられました。
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「私の」キャリアデザイン

私は現在コンサル業界の経営戦略に携わる

戦略グループに所属しています。博士課程を

修了した方は専門の分野に近い領域に就職す

る方が多く、文系就職とも言われるコンサル

業界に入る人は稀ではないかと思います。こ

の思い切った就職を決心できたのも、自分の

今そして未来の自分のポジショニングを具体

的に描くことができたからだと思います。

漠然とした夢を持つのではなく、具体的に

10年後はどうするのか、どうなりたいのか、そ

して20年後は？と大まかなプランを持つのが

キャリアデザインの構築に重要なエレメントに

なると思います。もちろん、10年後、20年

後では様々な要因で自分の立てたプランが全

く違ったものになるかもしれません。それで

も構わないと思います。自分の未来像を具体

的に描いていくアクションこそが重要なことで

あり、キャリアデザインはその後に付随してく

るものだと考えるからです。

キャリアデザインというフレームを意識して

いなかった私が、自分の現在そして未来の自

分のポジショニングをはっきりさせることが結

果的に今ある「私の」キャリアデザインを構築

できたのでは、と思います。

就職という一つの人生の転換点を広い視野

で見渡すことが出来たのも、新領域創成科学

研究科で自由な発想の元で研究出来たからだ

と思います。皆様のご活躍をお祈り申し上げ

ております。

複雑理工学専攻
博士課程2005年修了

酒井 俊元
現在：アクセンチュア株
式会社在職

キャリアデザイン：専門性、学際性、そして

国際性の観点から

進路選択につながるような「きっかけ」は、

色々なタイミングで訪れるものだと思います。

このようなきっかけを大切にして、次のステッ

プやキャリアデザインへとつなげていくことが

重要ではないでしょうか。

私の場合は、修士課程一年時に、アメリカ

で開催された｢地球持続性｣に関する国際会

議に参加したことが一つのきっかけになった

と考えています。この会議では、専門性およ

び総合的な見地から環境問題を議論する各

国の専門家や政策担当者に会うことができま

した。この時、地球環境問題を扱う上では専

門性、学際性と国際的な視野が必要であると

痛感したのです。これらの能力を向上させた

いという気持ちもあり、私は博士課程に進学

することを決意しました。博士課程では、専

門の研究活動以外にも、様々な経験を積むこ

とができたと思います。

大学院修了後は、研究機関の研究員として

アジア地域の水資源管理の政策研究に携わ

りました。まさに「専門性、学際性、国際性」

が試されるような仕事でしたが、ここでの経

験を通じ、教育に対しても興味を持つに至り、

2006年8月に現在の職場へと移ったので

す。

振り返れば、その時その時に何かしらのき

っかけがあり、それが次のステップへとつな

がってきたように思います。皆さんも、関連

分野についてはアンテナを広げ、様々な機会

を生かして進路やキャリアの選択につなげて

いただきたいと思います。

環境学専攻
博士課程2004年修了

原 圭史郎
現在：大阪大学サステイ
ナビリティ・サイエンス
研究機構在職

続けていくこと

私は現在博士課程に在学中ですが、卒業後

も生命科学の分野で研究を続けて行きたいと

思っています。生命科学の研究にあこがれた

きっかけは、学部時代に受けた授業の「難解

さ」にあります。セントラルドグマや、細菌が持

つ精巧な遺伝子発現制御機構の説明を受け、

筋道の通ったモデルに感心したのと同時に、

複雑でこんがらがったものを理解したいと思

うようになりました。私が修士、博士課程と研

究を続けてこられたのも、生物に対する、特

に自分が扱っている問題に対する興味を持ち

続けることが出来たからだと思います。

私にとって職業を選択する上で大事だと思

うのは、その職業を長い間続けていくことが

できるかどうかということです。言い換えれば、

自分の「性分」といったものが、仕事に活かせ

るかどうかを考えるということでもあります。

職業を自分の拠り所にすることができれば、

うまく行かないときや失敗したときに自信を

持ってリスタートすることができるのではない

でしょうか。

フォーラムでお話をさせて頂く機会を得、

自らが経験したことを伝えるというよりは、こ

れから訪れる進路選択の場面に自分がどう向

き合えば良いのかを考えるきっかけになりま

した。その中で、過去に自分がどのような判

断基準で様々な選択を行ってきたのかを振り

返ってみることが良い助けとなりました。皆さ

んの御健闘をお祈りしております。

メディカルゲノム専攻
博士課程在学

林 立平

準備はできているか

私は現在、国立環境研究所 環境リスク研

究センターに勤務しています。同センターでは、

博士課程修了後1年半環境保健に関する政策

対応部門で研究の企画・運営に従事した後、

研究員として採用されました。

学歴難民が世界に溢れる昨今、皆さんは目

標に向けてどのような準備をしていますか？

私は研究者になる事を目標に博士課程に進学

し現在に至りますが、これまではその目標に

向けての準備を試される機会の連続だったよ

うに思います。私は博士課程での研究課題が

縁で仕事に就きました。しかし担当は政策へ

の還元を目的とした調査研究の企画で、各国

の政策動向の把握や政策の観点からの課題

設定など、異なる視点から課題に取組む力が

求められました。また、新たなポスト獲得に

際しては、自分が如何にその研究に精通した

人間であるかを示すことはそう容易いもので

はないことを実感しました。コンスタントに研

究実績を残していくことも、研究者に求められ

る重要な能力だと思います。

博士課程修了後、自分の思い通りの仕事を

手にする人はそれほど多くないと思います。

しかし、同時にそれ以上の仕事が出来るとい

うことを他に認めさせることも簡単なことでは

ありません。このとき、自分が目標に向けて

どのような準備ができているかを客観的に評

価する事はとても重要なことなのだと感じて

います。

環境学専攻　
博士課程2005年修了

河原 純子
現在：国立環境研究所

在職
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研究者を目指す道を選択してみて

私は博士号取得後、理化学研究所でポスド

クとして研究をしています。現在は自分の選

択に納得していますが、進路選択の際には、

不安が邪魔をしてなかなか決断できませんで

した。結果的に、研究を進める過程や学会発

表の経験をする中で、次第に不安が軽減され

てゆき、ポスドクとして挑戦してみる気持ちに

なったのですが、今から振り返ってみると、必

要以上の不安に振り回されてしまっていたよ

うに思います。出来るかどうかは実際にやって

みないと分からないですし、本気になってみ

ることで好転する面もある気がします。選択

に不安はつきものですが、自分がやりたい（か

も）と思えるものさえ見つけたら、あまり迷わ

ずに挑戦してみれば良いのではないでしょう

か。

また、キャリア選択時は、「ここで道を選び

間違えたら先はない」ような気持ちでいました

が、仕事をするようになって、研究でも他の仕

事でも必要とされる能力は共通するものが多

いことに気がつきました。研究に必要な能力

を高めるように努力してゆくことは、例え結果

的に選んだ方向を転換することになったとして

も、決して無駄にはならず新しい形で生かさ

れると思います。

今後もキャリアに関わる選択をする機会が

多くあると思いますが、挑戦する気持ちと柔

軟性を備えて、自分なりのキャリアを築いて

行きたいと思っています。

先端生命科学専攻
博士課程2005年修了

福田 七穂
現在：理化学研究所
在職

大学助手になってからの3年間

博士号取得後の進路は人によって様々です

が、大学の助手になるということは、一つの

典型例と言えるかもしれません。私は、博士

課程卒業後すぐに東北大学流体科学研究所

の助手として採用して頂きました。比較的ス

ムーズに就職が決まったことは、大変幸運だ

ったといえます。なぜなら、今日、博士課程

を出た多くの若手研究者が就職に困難を覚え

ているという現状があるからです。特に、大学

院時代のテーマが「大気吸い込み型レーザー

推進」という特殊なものであったにもかかわら

ず、これと関連性の高い研究を行う研究室に

採用していただきました。

さて、助手に採用された後、しばらくすると、

実験室の管理や予算申請等、それまで学生の

頃には全く関わったことのない類の仕事をす

る必要が出てきました。研究テーマや助手と

してのありかたを見定めぬまま、瞬く間に１年

が過ぎてしまいました。2年目には、研究テー

マが具体化してきましたが、研究以外の仕事

も次第に増えていきました。そうこうしている

うちに、名古屋大学へ異動になり3年目に突

入しました。まさに、光陰矢のごとし。

大学で働けると、仕事の方向性は比較的ア

カデミックなものになると思います。もし、学

生さんが、今取り組んでいる研究に少しでも面

白みを見つけたのなら、学生の間に、じっくり

取り組んでみてはいかがでしょうか？

先端エネルギー工学専攻
博士課程2004年修了

森 浩一
現在：名古屋大学大学
院工学研究科



キムチから見た韓国の文化 辛 大允　
しん でゆん

社会文化環境学専攻 博士１年

私は40歳を超え家族連れで日本へ来ました。公務員としで働いてか

ら韓国政府から派遣され留学生活をすることになりました。もうすぐ1

年が近づいて来ますが、長い間社会活動をしたせいか、大学での研究

はそれほど早くは慣れてきません。反面、色々な方面で人との繋がり

が出来たし、学内外で多くの経験を積めました。子供がいるので日常

的な生活面では隣の人との関係や小学校の教育制度に対する関心など

は一般の学生よりは高いです。特に何より興味があったのは食文化です。

今日は韓国の毎日の食卓に欠かせないキムチから見た韓国の文化を紹

介したいと思います。

人類は農業生活を始めてから主食になった穀物の栄養バランスをと

るため豊富なビタミンとミネラルがある野菜を食べ始めました。穀類

は乾燥して保存することが出来ますが、野菜の保存方法としては十分で

はないので野菜の栄養分を保存しながら長期間利用可能な塩漬け方法

を開発しました。それがキムチです。それに単純な塩漬けではなく発

酵過程までの発展は人類食品加工歴史上大きな意味を持っています。

キムチは知られた文献によると、3千年前、中国で“ジョ“という言葉と

して“野菜を塩漬けにする”という意味で、韓国を経て日本まで伝えられ

たものだそうです。韓国で現在のような赤い色のキムチができたのは

16世紀に日本から唐辛子が入ってきて調味料として使い始めて以降だ

そうです。ここで面白いのは、キムチが生まれた中国より、また味付け

としての唐辛子をもたらした日本より、現在は韓国でキムチが盛んなこ

とです。それはなぜだと思いますか。それは地政学的な韓国の位置に

あると思います。韓国は錦繍江山（グンシュガンサン）と呼ばれていて、

四季の変化が明らかに区別される美しい国です。地理的に見ると国土

が大陸と連結され、植物に栄養分が高い黄土と適当な湿度があり、キ

ムチの主材料である白菜と大根の栽培が容易です。三方が海に囲まれ、

南の海岸は3，800個の島で構成され、多様な海産物が塩辛という副

材料に使われています。今まで伝えられ、現在も食べられているキムチ

は主に白菜、大根キムチを含めて大体187種類です。

春には若菜を摘んで春の香りを感じながら食べられる淡白な味を、

夏にはキュウリと大根の若菜などで漬けたさっぱりした味を楽しむこと

ができます。秋になると、来年の春までに食べられるキムチの準備をし

なければいけないので、キムチとして代表的に知られている白菜キムチ

を漬けます。その仕事を“キムヂャン”と言います。最近は真冬でもスー

パーなどで容易に買って食べられますが、まだ50％以上は家庭で漬け

ています。その作業は二日から三日くらい掛ける大事な仕事で、それは

隣の人たちと一緒に協力しながら楽しめる年中行事の一つです。キム

チを漬けるためにはまず白菜を5～7時間くらい塩漬けします。その時、

塩が珍しかった昔は一家で使った塩水を隣の家々に回しながら塩漬け

をする風習もあったそうです。キムヂャンを漬けるシーズンは地域によ

って少し違いますが、大体は11月末ごろです。この時期になると各企

業では“キムヂャンボーナス”という特別な給料が出ます。これは経済的

な支援ともいえます。このように見てくると韓国は列強に挟まっても、

氏族社会の共同生活の精神を生かしながらそれなりに立派な文化の花

を咲かせたことが覗えます。

私が韓国にいる時には毎日の食卓でキムチが出ましたが、それほど

食べなかったのです。しかし意外とここに来てからはキムチを食べない

日がないくらい好きになりました。日本へ来て初めて迎える冬が訪れて、

うちは隣の人たちと一緒にキムヂャン漬けを楽しめました。韓国と比べ

て一つ違う点は塩漬けにする前に白菜を4等分して三日間乾燥する事で

す。それは水分の濃度が韓国のものより高いので、そのまま漬けると

韓国式のキムチの味がしなかったためです。

最近私は大学での毎日の生活を周りの日本や中国の学生たちと一緒

に、世界人類の平和に貢献する研究に専念しながら楽しんでいます。
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主に白熱灯で非常に綺麗でした。

最後の夜には、脳磁気をとらえる装置を作っているVSM MedTech社

によるバーベキュー＆工場見学パーティーが催されました。ただし、バー

ベキューは自分で肉や野菜を焼いたりするわけではなく、担当の人がパ

テを焼いてくれて、それをパンに挟んでハンバーガーにして食べるという

形式でした。脳磁気というのは地磁気の約1億分の1という非常に微弱

なものです。それを計測するために超伝導のセンサーが用いられており、

工場見学にてその生産過程を見ることが出来、非常に為になりました。ま

た、先ほども述べたように脳磁気は非常に小さいため、多くの計測は磁気

シールドルーム内で行われています。しかし、VSM MedTech社は磁気

シールドルームが不要なシステムを開発しており、実際にシールドルーム

がないところで計測しているところのデモも見せて頂きました。

今回の学会では、自分の研究について色々と議論が出来、様々な研究者

と交流できたこと、また、計測技術の進歩に触れることができたことなど

様々な収穫がありました。最後に、本学会のYOUNG INVESTIGATOR

AWARDSに新領域創成科学研究科の卒業生が選ばれました。次回の

北海道では私が選んでもらえるように頑張りたいと思います。

バンクーバーの夜景

M e e t i n g  R e p o r t

バンクーバーでの
国際研究交流成瀬 康

複雑理工学専攻 博士3年

2006年8月20日～25日にカナダのバンクーバーにて開催された

Biomag 2006（正式名称：15th International Conference on

Biomagnetism）に参加してきました。この国際会議は、「生体磁気」を

キーワードに研究している研究者達が集まる会議です。「生体磁気」という

言葉にはなじみが少ないかと思いますが、生体が活動する上で様々な磁

気が出ており、そのような生体から出てくる磁気を生体磁気と呼びます。

例えば、脳が活動したとき、心臓が動いたときに磁気が発生しています。

私の本学会に参加する大きな目的は、脳が活動したときに発生する磁気

（脳磁気）に関しての研究発表を行うことでした。この国際会議は2年に一

度開催されており、次回は日本の北海道で開催される予定です。参加人

数は800人程度とさほど大きな学会ではありませんが、近い分野の研究

者が集まる学会であり活発な議論がなされています。

バンクーバーはカナダの南西部、太平洋側に位置しています。八月の後

半ということで日本では残暑が厳しい中飛び立ちましたが、バンクーバー

に着くと暑さはさほど感じず、朝晩は長袖が必要なぐらいでした。半袖し

か持ってこなかった先輩はすぐに長袖の服を買いに走ったほどです。冬に

なると寒さが厳しいのかもしれませんが、夏は日本よりも過ごしやすそう

です。

学会はCanada Place

にあるVancouver Con

vention & Exhibition

Centreという場所で開

催され、船の形を模した

格好いい建物でした。港

に面しておりすぐ隣には

船着き場もあり、船を見

ながら黄昏れている参加

者も多く見られるほど、非常に美しい場所でした。会場の大きさも非常に

大きく、同時開催している学会もありました。

国際会議への参加は今回で4度目であり慣れてきたつもりでしたが、

やはり、英語の説明が通じなかったらどうしようと発表の時は緊張しまし

た。しかし、始まってしまえば何とかなるもので、多少、聞き取れなかっ

たりしたところもありましたが、何とかこなすことが出来ました。今回の学

会での最大の収穫は、今、私が行っている研究のきっかけとなった

Scienceの論文の著者が聞きに来てくれて、興味を持ってくれたことで

す。論文でいつも名前を見るような著名な研究者と交流できることこそ

国際会議に参加する最大の利点だと思います。

バンクーバーは観光地としても非常に有名で、日本人の観光客を頻繁

に見かけました。町も非常に綺麗で、大きな公園も整備されており、日本

よりものんびりした雰囲気を感じました。バンクーバーは港町ですがすぐ

近くに山もあり、学会終了後、一緒に参加した方々とその山にロープウェ

イで登り、バンクーバーの夜景を楽しみました。日本と違って町の照明が

Biomag 2006の会場となったVancouver Convention & Exhibition Centre

伝統的な韓国のキムヂャンキムチ日本で隣の人たちとのキムヂャン漬け

韓国の四季

ポスター発表風景
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Events  & Information

平成18年10月27日および28日の2日間、

柏キャンパスでの活動を一般市民に紹介する、

柏キャンパス一般公開が例年通り行われまし

た。本年度は、新領域創成科学研究科からは

生命科学研究系、基盤科学研究系に加えて、

新たに柏キャンパスへの移転が完了した環境

科学研究系が参加した他、2つの研究所、6つ

の研究センター及び柏図書館の計13の組織

が参加いたしました。基盤科学研究系では、

30を超える研究室公開と4つの特別企画を基

盤棟ならびに実験棟で開催しました。生命科

学研究系では、実験動物の展示や顕微鏡観察、

簡単な実験などに加え、昨年よりもさらに充実

した、情報生命科学専攻との共同開催のサイ

エンスカフェなど、生命科学への関心を深めて

もらう催し物が開催されました。環境科学研

究系では、各研究室における研究展示や環境

学入門講座などのイベントが開催されました。

生涯スポーツ健康科学研究センターでは、「認

知動作型トレーニングマシン」の体験も行われ

ました。2日間の来場者数は約4500人と昨

年より700人も増加しており、東大柏キャンパ

スの活動に対する一般市民の注目が、より一

層高まっていることを感じました。

柏キャンパス一般公開

平成18年9月学位記授与式が、平成18年

9月29日（金）に柏図書館メディアホールで開

催されました。修士課程24名、博士課程16

名及び論文博士4名は磯部研究科長より一人

ずつ丁寧に学位記を授与されました。続いて

磯部研究科長の式辞の後、鳥海副研究科長、

雨宮基盤科学研究系長から祝辞をいただきま

した。修了生は、学位記を手にするといまま

での苦労が報われ感激した様子が伺えまし

た。

また、平成18年10月入学式が平成18年

10月2日（月）に同会場で開催されました。磯

部研究科長の式辞の後、大矢副研究科長、永

田生命科学研究系長から祝辞をいただきまし

た。修士課程24名、博士課程38名の新入

生は期待と不安の入り混じった様子で式に臨

んでいました。早く本研究科の環境に慣れて、

勉学や研究にいそしんで欲しいと思います。

さて、本研究科は環境棟の完成で4月から

念願の柏キャンパスへの移転が完了し、将来

へ向けて飛躍が可能となりました。修了生は、

機会があればぜひ柏キャンパスを訪問し、今

後の発展や変貌を見守り続けるとともに、社

会に出ても本研究科での経験を生かして欲し

いものです。

少しずつ整備が進んでいるとは言え、まだま

だ緑の少ない柏キャンパスに少しでも木を増

やそうと、ボランティアによるサツキの植樹が

行なわれました。まず、第一弾として、平成18

年10月16日の柏キャンパス環境整備の時間

を使って、主に希望する大学院生にサツキを

植樹してもらいました。植樹にあたっては、あ

らかじめ植樹予定地の土を入れ替える、スコ

ップなどの用具をそろえる、といった下準備が

必要でしたので、ボランティアといっても、かか

る費用はさほど業者に植えてもらうのと変わ

らなかったのではないかと思います。しかし、

自分たちで植えれば、植栽に対する理解も深

まって、植えたサツキの間に雑草が生えてき

た時に、ちょっと抜いておこうか、などと考えて

もらえるのではないか、というのがねらいです。

当日は、造園業者の職人さんに来て頂いて、

植え方の指導をしてもらい、無事に植樹を完

了しました。さらに、平成18年10月28日の

一般公開の際には、第二弾として30名弱の

来訪者の方にサツキを植えて頂きました。こ

ちらは、外部の方を対象としたので、本当に人

が集まるかどうか心配したのですが、お天気に

も恵まれ、お子様連れの方などに多数ご参加

頂けました。素人が植えたものがきちんと根

付いてくれるかどうかが心配ですが、2回とも

植樹のあとしばらくして雨が降ってくれたおか

げもあるのでしょうか、今のところは順調のよ

うです。2回目の植樹の際は、おまけとして、

駐車場から環境棟へ抜ける風情のある小道も

できました。このような小さな積み重ねによ

って、キャンパスを少しずつでもより良いもの

にしていきたいと思っています。

「柏キャンパスにサツキを植えよう」プロジェクト

平成18年9月学位記授与式・平成18年10月入学式

低空を飛んでいる雉を見ました。以前に目撃した折には、威嚇するような鳴声ととも

に茂みから飛び立ちましたが、秋から冬へ遷ろう今（執筆時は11月末）は音も無く滑空

して行きました。雉も季節を体感しているのでしょう。この時期になると今年もまた、年

頭に想ったことの半分も消化できていないと焦燥感に駆られ、陶潜でなくとも「及時当

勉励　歳月不待人」と呟きたくなります。

柏キャンパスに居ると、周囲の景観の変化から、時間が着実に経過していることが実

感されます。前号の上田先生の文にもありましたが、最初に我々が移転してきた当時は、

生命棟の周囲は草茫々の荒地でした。草むしり、ゴミ処理、床掃除など、教員、事務、

学生を問わず、皆が手作業で行いました。基盤棟、図書館、環境棟が順次建設されて、

購買部なども拡充され、来年度には新しい

食堂もお目見えする予定で、僅か5年でも

隔世の感があります。

さて、今年度は多くの課題がありました

が、広報委員会をはじめとする皆様のご協

力で何とか乗り切れそうです。感謝したい

と思います。因みに、勉励とは勉学ではな

く、充実した生活を送ることだそうです。皆

様にとって今年度は如何でしたでしょうか。

広報委員長 馳澤 盛一郎

編集後記 S T A F F
編集発行／東京大学大学院

新領域創成科学研究科　広報委員会

委員長／馳澤盛一郎（先端生命科学専攻教授）
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柏の葉国際キャンパスタウンの都市構想そ

して質の高い空間整備に向け、議論と交流、

実証実験の場としてUDCKは設立されました。

対象地域1300haの1／1000模型を囲み

将来を語ることができます。東京大学、千葉

大や柏市、柏商工会議所、田中ふるさと協議

会、三井不動産が運営に参画しています。市

民や学生が気楽に寄れるラウンジ始め、ホー

ルやギャラリー、学術・文化・芸術や市民活動

の場として建築（300m2）と野外広場（200

m2）を自由に使えます。

東京大学とUDCK登録団体には、無料・無

休（年末年始を除く）で対応しています。

環境デザイン統合教育プログラムの都市ス

タジオが開催せれており、1月27日には最終

発表会や意見交換会が行われます。今後は研

究成果の発信、環境に関する課題解決やまち

づくり計画支援などで地域連携を進めたいと

考えています。

（UDCKセンター長 北沢猛 社会文化環境学

専攻教授）

柏の葉アーバンデザインセンター（通称：UDCK）小宮山総長を迎えて11月20日開館

UDCK外観（屋外の広場・木製デッキにはイスやテーブル
もある）

UDCK都市スタジオ中間発表会（天井高6ｍ面積150m2

のギャラリー）

一般公開の際の植樹風景

まゆでつくろうコーナー サイエンスカフェの様子

平成18年9月学位記授与式

平成18年10月入学式

どのあたりがアカデミック（？）ショップ

注）執筆者及び入試担当教員の職名は、学校教育法の改正に伴い、平成19年4月1日より助教授であった者は、准教授に変更になります。
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池
な
ど
と
同
様
、
平
坦
な
台
地
上
で
土
中
に

粘
土
層
が
集
積
し
て
で
き
た
宙
水
起
源
の
池
で

す
。
正
門
の
東
側
に
あ
る
人
工
の
調
整
池
よ
り
ず

っ
と
自
然
性
が
高
い
も
の
で
す
。

未
取
得
地
の
森
は
、
学
生
の
野
外
実
習
を
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
こ
こ
を
修
士
論
文
の
研

究
対
象
地
に
し
た
学
生
も
い
ま
す
。
こ
の
林
床
に

は
野
生
化
し
た
お
茶
の
実
生
が
多
く
、
い
く
つ
も

の
凹
地
が
整
然
と
並
ん
で
お
り
、
不
思
議
に
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
小
金
牧
周
辺
に
み
ら
れ
る
猪
除
け
あ
る
い
は

猪
捕
獲
用
の
い
わ
ゆ
る
し
し
穴
の
遺
構
で
は
な
い
か

と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
周
辺
に
柵
が
め
ぐ
ら
さ
れ

て
近
在
の
人
が
立
ち
入
ら
な
く
な
っ
た
せ
い
か
こ
の

穴
も
落
ち
葉
に
埋
ま
っ
て
わ
か
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

毎
日
の
通
勤
で
は
季
節
感
あ
ふ
れ
る
窓
外
の
景

色
に
見
と
れ
る
日
々
で
す
。
屋
敷
林
を
背
景
に
し

た
古
い
農
家
の
た
た
ず
ま
い
は
、
春
に
は
庭
先
に
満

開
の
サ
ク
ラ
の
木
、
秋
に
は
赤
い
柿
の
実
が
な
っ
て
、

伝
統
的
な
農
家
の
懐
か
し
い
た
た
ず
ま
い
で
す
。
高

田
牧
を
開
拓
し
た
開
拓
会
社
は
３
年
足
ら
ず
で
解

散
し
て
し
ま
い
、
五
反
五
畝
を
受
け
取
っ
た
農
民

た
ち
は
生
活
の
苦
し
さ
に
20
〜
30
年
で
ほ
と
ん
ど

は
離
村
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
が
す
べ
る
よ
う
に
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
に

入
る
と
、
駅
前
に
は
三
井
不
動
産
の
巨
大
開
発
の

シ
ン
ボ
ル
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

駅
前
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
間
は
、
高
い
塀
に

囲
ま
れ
て
し
ま
っ
て
、
枯
れ
ゆ
く
ア
カ
マ
ツ
が
そ
の

上
か
ら
の
ぞ
く
だ
け
で
す
が
、
こ
こ
に
は
柏
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
当
時
か
ら
知
ら
れ
た
湧
水
と
周
り
を
取
り

巻
く
ハ
ン
ノ
キ
林
が
あ
り
下
層
に
は
ヌ
マ
ガ
ヤ
が
生

え
、
こ
ん
ぶ
く
ろ
池
と
同
じ
よ
う
に
宙
水
で
涵
養

さ
れ
る
台
地
上
の
湿
地
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
よ

い
状
態
で
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
池
周
辺
は
自
然

保
護
区
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

現
在
、
千
葉
県
で
は
、
生
物
多
様
性
を
積
極
的

に
保
護
、
保
全
し
て
い
く
た
め
に
生
物
多
様
性
ち

ば
県
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
環
境
省
が
進
め

て
い
る
国
家
戦
略
の
2
回
目
の
改
訂
に
先
駆
け
て
、

自
治
体
に
よ
る
初
め
て
の
戦
略
と
な
る
予
定
で
す

が
、
現
場
に
根
ざ
し
た
、
実
効
性
を
も
っ
た
戦
略

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
と
と
も
に
山
の
な
い

千
葉
県
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
人
と
関
わ
り
を
も

っ
た
多
様
な
生
物
相
が
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴

で
す
。
新
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
で
は
、
絶
滅
危

惧
種
の
4
割
以
上
は
里
地
に
生
育
す
る
植
物
種
で

あ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
物
が
人

と
と
も
に
生
き
つ
づ
け
ら
れ
る
環
境
を
保
全
し
て

い
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
生
存
を
持
続
的
に
す
る
戦

略
で
も
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
北
部
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
え
る
柏
、
流
山

一
帯
の
中
心
に
あ
る
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
が
そ
の
拠
点
と

な
る
こ
と
も
将
来
に
向
け
た
わ
れ
わ
れ
の
大
切
な

役
割
だ
と
思
い
ま
す
。




